
 

 
 

 

 

 

平成２９年度 事業報告 

 
 我が国の経済は、長期にわたる景気回復により労働市場において人手不足感が高ま

っており、今後の持続的な経済発展のためには、高い就労意欲を有する高年齢者がそ

の知識・経験を活かし社会の支え手として活躍し続けることがますます重要となって

おおります。 

 当センターにおきましては、地域ニーズに対応した事業として、昨年度からの空き

家等の管理事業に加え、能登町産ブランド米生産・販売事業を積極的に推進し、会員

及び役職員とともに就業機会の開拓及び会員拡大に努めた結果、更なる社会貢献及び

普及啓発ができたのではないかと思われます。 

 これも、会員の皆様方の弛まぬご尽力の賜物であり、深く感謝申し上げるとともに、

能登町並びに石川県シルバー人材センター連合会、更に民間企業・団体や地域住民の

方々のセンターに対する深いご理解、ご協力に感謝申し上げます。 

 以下、平成２９年度事業実績の概要について報告いたします。 

 

 

1.  雇用によらない就業機会の提供事業 

（１）  能登町定住促進協議会と提携し、空き家及び耕作放棄地の管理事業を推進し、

就業拡大に努めました。 

（２） シルバーショップを継続して運営し、女性会員の就業拡大に努めました。 

（３） 独自事業において、「シルバー味噌」「なんばみそ」の製造を継続して実施し、

能登町産ブルーベリーや会員栽培の野菜や工芸・手芸品などもシルバーショ

ップやイベント等にて販売し、販路拡大及び就業の確保につなげました。 

（４） 能登町より指定管理事業として受託した柳田体育館及び柳田野球場を適正に

管理し、就業機会の拡大に努めました。 

 

 

２．雇用による就業機会の提供事業 

（１） 一般労働者派遣事業実施事業所として、派遣元である石川県シルバー人材セ

ンター連合会と連携し、就業の適正化や就業機会の拡充を図りました。 

 



 

 
 

３．講習・研修事業 

（１） 地域社会のニーズに対応する人材育成を目指し、業務分野の技能や知識を習

得し就業の機会につなげるため、講習会を開催しました。 

講習会の開催 

講 習 名 実 施 日 場  所 受講者数 

正月飾り製作講習会 平成２９年１２月１３日 柳田山村開発センター  ９名 

介護予防講習会 平成３０年 ３月１２日 コンセールのと １７名 

救命講習会 平成３０年 ３月１２日 コンセールのと １７名 

 

４．就業支援に係る受託事業 

（１） 石川県シルバー人材センター連合会と連携のもと、高年齢者の就業機会の確

保を支援するための講習会を実施しました。 

講習会の開催 

講 習 名 実 施 期 間 会  場 受講者数 

営農アシスタント 

    （野菜栽培） 

４月１８日～８月７日 

（１２日間） 

柳田山村 

開発センター 
１６名 

ハウスクリーニング ５月２２日～５月２５日 柳田山村開発センター １３名 

造園・刈払機講習 ５月２５日～６月２日 柳田山村開発センター １２名 

調理アシスタント ６月２７日～６月３０日 コンセールのと １５名 

古材鑑定士 ７月３１日 柳田植物公園 １８名 

学童保育補助者 ９月２６日～９月２８日 柳田山村開発センター １３名 

ビジネスパソコン １０月１７日～１０月２５日 星の観察館 満天星 １３名 

雪吊り １１月１４日～１１月１６日 能登町役場 柳田庁舎 １９名 

 

５．１～４の事業を推進するための諸活動事業 

（１） 普及啓発活動の推進 

  ① 地域のイベントに参加し、センターの広報活動に努めました。 

  ② ホームページを活用し、シルバー事業に対する理解と認識を高め、情報公開

を図りました。 

  ③ 町の広報紙に、講習案内や仕事募集を掲載し、就業機会拡大及び会員拡大に

努めました。 

  ④ 世代間交流によるセンターのＰＲ活動として、小学生向けの工作教室を開催

しました。 

 



 

 
 

（２） 安全・適正就業の推進と事故防止 

  ① 就業現場の巡回パトロールにより、就業実態を確認し適正就業に努めました。 

  ② 毎月全会員へ発行している「シルバー新聞」にて安全ニュースを掲載し、会

員の安全意識の向上や健康維持を図りました。 

（３） 調査研究 

  ① 発注者に対して顧客満足度調査を実施し、就業への満足度の向上と会員の資

質向上に努めました。 

（４） 就業機会の開拓・拡大 

  ① 就業開拓コーディネーターを中心とした事業所や一般家庭への訪問活動や、

会員自らの受注開拓推進により、就業機会の拡大及び開拓に努めました。 

  ② 再発注の促進を図るため、発注者の要望や苦情の迅速・適切な対応に努めま

した。 

  ③ 未就業者への就業機会の提供を行い、就業率の向上に努めました。 

（５） 地域のニーズに対応した事業 

  ① ショップを引き続き活用し、誰もが気軽に立ち寄れる認知症カフェとして認

知症予防を推進し、更なる地域密着型センターを目指しました。 

（６） 新規会員の入会促進、相談・情報提供 

  ① シルバーショップ「かがやき」や事務局にて随時新規入会説明を実施し、    

会員の募集や増強に努めました。 

  ② 未就業会員による就業相談に積極的に応じ、就業提供に努めました。 

  ③ 講習受講者には積極的に入会を促し、会員増強に努めました。 

（７） 社会参加活動の推進 

  ① 町内の清掃美化ボランティアを実施し、活力ある地域社会づくりに寄与でき

るよう努めました。 

 

 


